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一、
壕

亀

ホンダワラの森
壱岐東部漁協提供

魚
食
文

化
を
誇

っ

て
い
た
日

本
で

「魚

は
何
時
ま

で
食
べ
ら

れ
る

？
」

と
　
か
　
、

「
反
捕
鯨

国
か
ら
非

難
さ
れ
て

い
る
商
業

捕
鯨
な
ど

止
め
た
方

が
良

い
」

と
　
か
　
、

「
海

の
環

境
は
レ
ジ

ャ
ー
の
た

め

の

も

の
」
と
か
、
「
水
産
業
や
漁
村
が
な
く

な

っ
て
も
日
本
の
国
防

・
食
糧

。
環

境

。
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
福
利

・
厚
生
安
全

保
障
は
大
文
夫
」
と
考
え
て
い
る
人
も

多
い
こ
の
頃
で
す
。
事
実
、
買
い
負
け

現
象
や
国
民
の
海
や
魚
離
れ
も
深
刻
で

す
。
そ
し
て
日
本
の
水
産
は
、
資
源
の

枯
渇
、
魚
価
安
、
コ
ス
ト
高
に
直
面
し
、

終
戦
直
後

一
〇
〇
万
人
以
上
い
た
漁
業

者
の
数
は
二
〇
万
人
を
切
り
、
後
継
者

も
無
く
漁
村
は
過
疎
に
な
り
、
起
死
回

生
を
通
ら
れ
て
い
ま
す
。　
一
九
七
〇
年

代
以
降
の
日
本
漁
業
の
衰
退
は
日
本
の

経
済
成
長
と
逆
相
関
で
し
た
。
こ
れ
は

臨
海
工
業
開
発
や
都
市
化
や
水
産
物
を

テ
レ
ビ
や
自
動
車
と
同
じ
物
と
し
て
扱

う
貿
易
自
由
化
政
策
や
ラ
イ
フ
ス
タ
ィ

ル
の
変
化
や
石
油
危
機

。
円
高
の
よ
う

な
国
際
経
済
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け

た
か
ら
で
す
。

陸
の
資
源
の
有
限
性
が
顕
著
に
な
っ

て
き
て
、
海
洋
資
源
の
重
要
性
が
脚
光

を
浴
び

「海
の
時
代
」
に
対
す
る
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
資
源
に
は
、

生
物
資
源

・
海
運

・
レ
ジ
ャ
ー

・
ェ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
よ
う
な
更
新
資
源
と
石

油

・
ガ
ス

・
マ
ン
ガ
ン
団
塊

・
熱
水
鉱

床

・
ガ
ス
ハ
ィ
ド
レ
ー
ト
の
よ
う
な
非

更
新
海
底
資
源
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

海
水
成
分
の
抽
出
に
よ
る
淡
水
や
微
量

ミ
ネ
ラ
ル
資
源
、
空
港
な
ど
海
洋
空
間

利
用
な
ど
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

防
や
水
産

。
海
運

・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の

海
の
利
用
以
外
の
利
用
は
、
海
洋
開
発

産
業
界
の
関
心
の
高
ま
り
と
共
に
注
目

を
浴
び
て
お
り
ま
す
が
、
比
較
的
最
近

の
こ
と
で
す
。
海
底
ヶ
ｌ
ブ
ル
の
設
置

や
海
底
油
田
開
発
並
び
に
臨
海
工
業
地

帯
建
設
や
海
上
空
港
な
ど
の

一
部
を
除

け
ば
、
採
算
面
、
作
業
面
、
技
術
面
、

制
度
面
等
で
ま
だ
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

世
界
の
人
口
は
既
に
六
八
億
人
を
超

え
、
そ
の
内
二
〇
億
人
が
十
分
な
食
事

に
恵
ま
れ
ず
、
し
か
も
八
億
人
は
飢
餓

線
上
に
あ
り
ま
す
。
人
類
の
生
存
に
と

っ
て

「食
や
文
化
の
多
様
性
」
の
重
要

驚

―一 一 ― ― ― … … … … … …
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性
に
も
係
わ
ら
ず
、
現
在
の
食
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
西
欧
化
は
そ
れ
に
逆
行

し
て
い
ま
す
。
全
て
の
人
が
西
欧
化
し

た
食
生
活
を
す
れ
ば
、
こ
の
地
球
が
支

え
ら
れ
る
人
口
は
三
四
億
人
と
の
試
算

も
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、
地
球
の
七
割

を
占
め
る
海
か
ら
の
食
料
生
産
の
道

「水
産
」
を
無
視
し
て
人
類
の
食
料
安

全
保
障
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

水
産
は
陸
上
か
ら
海
に
流
れ
込
む
窒
素

や
燐
な
ど
の
栄
養
塩
の
約
７
％
と
海
水

に
溶
け
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の

一
部
を

回
収
す
る
比
類
の
な
い
栄
養
塩
回
収
産

業
で
す
。
も
し
、
水
産
が
無
け
れ
ば
、

沿
岸
海
域
の
富
栄
養
化
と
海
洋
汚
染
は

進
み
、
赤
潮
や
青
潮
、
磯
焼
け
や
地
球

温
暖
化
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
り

ま
す
。
従

っ
て
、
水
産
を
無
視
し
て
、

人
類
の
環
境
安
全
保
障
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
他
方
、
日
本
人
の
生
命
線
に
直
結
し
、

日
本
の
輸
入
産
業
の
第

一
位
と
第
二
位

を
占
め
る
石
油
産
業
と
水
産
業
の
経
済

効
率
を
問
う
と
、　
一
〇
〇
人
中
九
九
人

は
躊
躇
せ
ず
、
石
油
産
業
の
経
済
効
率

は
水
産
業
よ
り
は
る
か
に
高
い
と
答
え

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
当
で
し
ょ

う
か
？
石
油
は
非
更
新
資
源
で
す
。
従

供
　

っ
て
、
石
油
産
業
の
経
済
効
率
は

級　敵釧「も‐こ一帥購畔は胸科琳答‐こ

螂
　
え
は
「否
」
です
。
ま
た
、
水
産

拠
　
学
分
野
は
、
産
業
学
分
野
の
医
学
、

薬
学
、
工
学
、
農
学
や
真
理
の
探

究
だ
け
を
追
及
す
る
理
学
よ
り
易

し
い
≫
難
と
見
倣
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
当
で
し
ょ
う
か
？
水
産
分

野
を
除
く
他
の
産
業
分
野
の
対
象

は
、
殆
ど
全
て
が

一
気
圧
下
の
陸

圏
の
も
の
で
あ
り
、
五
感
で
感
知

で
き
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
水

産
の
対
象
は
、
水
の
壁
、
塩
分
の
壁
、

圧
力
の
壁
、
水
生
生
物

・
生
態
の
壁
な

ど
が
あ
り
簡
単
に
五
感
で
感
知
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
そ
の

対
象
は
公
有
物
で
す
の
で
、
経
済
性
や

社
会
性
を
抜
き
に
評
価
で
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
ど
ん
な
に
優
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト

や
セ
ン
サ
ー
で
も
、
水
圏
で
は
、
直
ぐ

に
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
り
、
海
洋
調

査
は
非
常
に
費
用
が
か
か
る
の
で
敬
遠

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
従

っ
て
、
ア
メ
リ

カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
の
よ
う
に
日
本

を
除
く
殆
ど
の
国
が
、
軍
事
費
を
使

つ

て
海
洋
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
米
国
の
ハ
ト
バ
ー
ブ
ラ
ン
チ

海
洋
研
究
所
の
よ
う
に
、
世
界
中
の
医

学

・
薬
学

。
工
学

・
農
学
分
野
の
専
門

家
が
水
産
生
物
対
象
の
研
究
に
没
頭
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
水
産
分
野
は

他
の
産
業
分
野
や
理
学
分
野
よ
り
難
し

い
フ
ロ
ン
テ
イ
ア
分
野
で
す
。

二
〇
〇
八
年
十
月
に
横
浜
で
開
催
さ

れ
た
日
本
で
初
め
て
の
大
規
模
な
水
産

に
関
す
る
国
際
学
会

「第
五
回
世
界
水

産
会
議
」
の
基
調
講
演
で
、
英
国
の
脳

言ヽ
者
Ｍ

・
Ａ

。
Ｃ

ｒ
ａ
ｗ
ｆ

ｏ
ｒ
ｄ
博

士
は

「人
間
の
人
間
た
る
所
以
は
脳
で

あ
り
、
水
圏
動
物
の
不
飽
和
脂
肪
酸
や

Ｄ
Ｈ
Ａ
と
海
産
物
に
含
ま
れ
る
コ
ー
ド

が
そ
の
脳
の
発
達
に
欠
か
せ
な
い
。
こ

れ
か
ら
は
水
産
の
時
代
だ
。
頑
張
ろ

う
―
」
と
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

「海
の
時
代
」
の
可
能
性
は
非
常
に
大

き
い
の
で
す
が
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

も
大
き
く
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
し

て
埋
め
る
か
が
、
当

「海
の
森
づ
く
り

推
進
協
会
」
の
課
題
で
す
。

私
た
ち
は
、
国
民
に
森

・
川

・
海

・

魚

。
自
然

・
親
水
性
離
れ
を
解
消
す
る

沿
岸
漁
村
の
活
性
化
は
最
優
先
課
題
で

あ
り
、
「海
の
森
づ
く
り
」
は
そ
の
手

段
と
考
え
ま
す
。
理
由
は
以
下
の
通
り

で
す
。

１
）
世
界
は

「海
の
時
代
」
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
海
の
有
効
利
用
の
長

い
歴
史
を
持
つ
日
本
に
期
待
し
て

い
る
。
海
は
日
本
の
特
徴
で
あ
り
、

こ
れ
を
生
か
す
こ
と
が
日
本
の
国

際
貢
献
に
繋
が
る
。

２
）
多
面
的
機
能

（安
全
な
水
産
物
の

安
定
的
な
供
給
、
物
質
循
環
、
環

境
保
全
、
国
民
の
生
命
財
産
保
全
、

保
養

・
交
流

。
学
習
、
漁
村
と
そ

の
文
化
継
承
、
所
得
と
雇
用
機
会

水 産 週 報

4月 頃のコンブ
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４
）

５
）

）
■
■
Ｉ
ぶ
罐
撃
辞
懸
灘
ざ

■
１

紺
■
■
■
　
・‐筆
灘
像
に
顧

鰺
Ｅ
Ｅ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
目
目

６
）

７
）

８
）

の
提
供
）
を
果
た
せ
る
漁
村
は
、

「海
の
時
代
」
の
世
界
、
特
に
ア

ジ
ア
の
モ
デ
ル
と
な
る
。

「海
の
時
代
」
に
期
待
さ
れ
て
い

る
海
洋
開
発
産
業
の
発
展
の
た
め

に
は
、
国
民
の
支
援
は
欠
か
せ
ず
、

国
民
の
森

。
川

・
海

・
魚

。
自

然

・
親
水
性
離
れ
を
克
服
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
最
も
効

果
的
な
方
法
は
、
多
面
的
機
能
を

発
揮
で
き
る
沿
岸
漁
業
並
び
に
漁

村
の
活
性
化
で
あ
る
。

漁
村
の
荒
廃
は
、
戦
後
の
経
済
成

長
政
策
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
責

任
は
漁
民
と
共
に
国
民
に
あ
る
。

日
本
に
は
、
六
〇
〇
〇
に
の
ぼ
る

漁
村
が
南
北
三
〇
〇
〇
ｋ

ｍ
に
伸

び
た
国
土
の
中
で
地
球
円
周
の

８５
％
に
相
当
す
る
三
五
〇
〇
Ｏ
ｋ

ｍ
の
海
岸
線
に
分
布
し
て
お
り
、

多
様
な
環
境
の
中
で
ユ
ニ
ー
ク
な

水
産
と
付
き
合

っ
て
い
る
。
そ
こ

に
は
、
漁
港
や
道
路

・
建
物
と
い

っ
た
ハ
ー
ド
と
漁
協
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
イ
ン
フ
ラ
が
整

っ
て
お
り
、

賢
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
れ
ば
、
適

切
な
投
資
で
活
性
化
が
図
れ
る
。

私
た
ち
の
活
動
は
、
漁
協
を
中
心

と
し
た
海
中
林
造
成
と
施
肥
に
よ

る
藻
場
造
成
か
ら
な
る
海
藻
生

産
と

「生
産
物
の
利
活
用
」
を
通

し
た
持
続
可
能
な

「海
の
森
づ
く

り
」
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
、
海

藻
は
、
海
中
の
窒
素

・
燐

・
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
、
酸
素
を
供
給

し
て
環
境
を
浄
化
す
る
。
同
時
に

在
来
種
に
は
付
着
基
盤
を
与
え
生

物
多
様
性
を
促
進
し
、
稚
魚
に
は

産
卵
場
や
揺
藍
場
を
提
供
し
水
産

増
殖

´
―こ
貢
献
す
る
。
漁
業
者
は
自

ら
が

「考
え
る
漁
民
」
へ
転
換
す

，ハ一。
私
た
め
の
手
法
は

「積
小
為
大
」

で
グ
ラ
ミ
ー
銀
行

「海
」
バ
ー
シ

ョ
ン
で
あ
る
。
前
浜
を

一
番
知
っ

ない簾輔銀が臓け「剛協機は

決
し
て
行
く
芽
を
育
て
た
い
。

当
協
会
が
目
指
す

「海
の
森
づ
く

り
」
の
生
産
物
は
二
酸
化
炭
素
削

減
や
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
、
健

康
食
品

。
ア
ル
ギ
ン
酸

。
医
薬

品

・
肥
料

・
飼
料

・
餌
料
源
、
ヒ

素
の
無
毒
化
等
に
貢
献
し
、
政
府

『

″

主
導
の
栽
培
漁
業
や
藻
場
造
成
と

い
っ
た
増
殖
行
為
を
補
完
し
そ
れ

ら
の
効
果
を
よ
り
促
進
す
る
。
当

協
会
の

「海
の
森
づ
く
り
事
業
」

の
主
役
は
、
マ
コ
ン
ブ
促
成
栽
培

種
等
の
種
糸
斡
旋
と
鉄
を
主
成
分

と
す
る
海
洋
施
肥
の
共
同
実
験
で

す
。
平
成
十
四
年
の
当
協
会
発
足

以
来
、
関
東
以
西
の

一
七
県
の
希

望
漁
協
、
企
業
、
地
方
自
治
体
、

学
校
、
個
人
に
コ
ン
ブ
種
糸
を
斡

旋
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

十
七
年
度
か
ら
海
洋
施
肥
剤
を
使

っ
た
漁
協
と
の
共
同
試
験
を
五
漁

協
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
″汚
濁

の
海
〃
を

″宝
の
海
に
″
代
え
た

長
崎
県
壱
岐
東
部
漁
協
と
市
民
活

動
拠
点
と
し
て
の

″宇
和
海
に
緑

を
広
げ
環
境
を
守
る
会
〃
が
当
協

会
の
モ
デ
ル
で
す
。
私
た
ち
の

「海
の
森
づ
く
り
運
動
」
は

「海

の
時
代
」
へ
向
け
た
日
本
列
島
改

造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

（ｒ
一一■
＼
＼
薫
１
■
汁
臥
ｏ
Ｆ

匡
コ．ョ
・８
こ

を
ご
覧
下
さ
い
。

Ｌ

野

松
田
　
恵
明

「海
の
森
づ
く
り
推
進
協

会
」
代
表
理
事

一
九
二
九
年
、
神
戸
市
生
ま
れ
。
北

海
道
大
学
水
産
学
部

。
同
大
学
院
修
士

課
程
終
了
後
、　
一
九
六
八
年
に
米
国

′
ジ

ョ
ー
ジ
ア
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
ヘ

留
学
、　
一
九
七
三
年
に
農
業
改
良
普
及

学
分
野
で
修
士
号
、　
一
九
七
六
年
に
農

業
経
済
学
分
野
で
Ｐ
ｈ

。
Ｄ
を
取
得
。

そ
の
後
、
米
国
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
海
洋
研

究
所
海
洋
政
策
研
究
員
並
び
に
東
西
セ

ン
タ
ー
環
境
政
策
研
究
員
を
経
て
、　
一

九
八
〇
年
に
帰
国
。
鹿
児
島
大
学
水
産

学
部

。
同
大
学
院
水
産
学
研
究
科
並
び

に
連
合
農
学
研
究
科
博
士
課
程
で
国
際

海
洋
政
策
学
を
担
当
し
、
二
〇
〇
五
年

二
月
定
年
退
職
。
退
職
後
、
世
界
銀
行

水
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経
て
、
現
在
、

Ｉ
Ｃ
ネ
ッ
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
横
浜
国
際
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
講
師
、

国
際
漁
業
研
究
会
会
長
、
国
際
漁
業
経

済
学
会

（Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
）
理
事
。
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